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A mathematical thought by the analogy
Tsukasa TAMURA














3 + 3 = 6
7 + 3 = 10
5 + 7 = 12
この式において、最も基本的と思われる類比の根拠







とを証明するためには、２つの奇数を 2m + 1、2n + 1






































































































































































定理を一般化した式 ma2 + mb2 = mc2 が図５によって表
されていることになる。この式は言いかえると、直角
三角形の３辺の上に３つの相似多角形が描かれれば、












て一回転してできる立体の体積は、A の重心 G が
描く円周の長さと A の面積との積に等しい。
図３
この定理において、体積を V、図形 A の面積を S、
直線と重心 G との距離を r とする。重心 G が描く円周
の長さは 2rrとなる。よって図形 A が直線を軸として






半径 rm の円形の花だんの周りに、幅 hm の道が
あります。道の面積をSm2、
道の中央を一周した長さを



















































10（cm）× 3.14 ÷ 2 ＋ 20（cm）× 3.14 ÷ 2
＝（10（cm）＋ 20（cm））× 3.14 ÷ 2











30（cm）× 3.14 ÷ 2 ＝ 47.1（cm）
イとウの長さ・・・










































a + b = b + a ab = ba













r = log p
この関係によって、各々の正の数 pに定まった一つ
の実数 r が対応し、各々の実数 r に定まった一つの正
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ど複雑ではないが、たとえ忘れてしまったとしても、
たこ形を作ることを目標にすることで、次の手順を予
想することも可能となる。
リボンの掛け算の例では、小数の場合でも、整数の
ときと類比であると見ることで、同じ乗法でできると
いう予想が立ち、進んだ知識と初歩の知識のギャップ
を狭めることができていると言える。さらに、乗法を
そのまま当てはめることができるという見通しによ
り、加法や、除法といった他の演算が入り込まないと
いう、思考の経済化にもつながっている。このことか
らも分かるように類比と見ることによって、簡潔な思
考ができるようになる。類比と見ることによって、対
象間の関係が意味を持つようになることが、これらの
例からも読み取れる。
５．おわりに
数学的な思考を行うためには、その１つの支えとな
っている数学的な見方や考え方を豊かにする必要があ
る。この見方や考え方は、自分自身で数学の対象に対
して考えをめぐらせ、働きかけていかないと身につい
ていかないものであると考える。その働きかけの１つ
の切り口として類比があげられる。類比という視点を
もつことにより、今まで異なるものとしてみてきたも
のに対して、関連性が生まれ統合的な見方ができるよ
うになる。また、１つの対象だけでは見えていなかっ
たことも、それと類比な対象と合わせて再び考え直す
ことで、もとの対象に対して新たな見方ができるよう
になる。これは、学習者がすでに知っていることを、
より深く見つめ直すことに役立っている。
しかし、これとは逆に、類比と見ることによって余
計な思考を排除して、思考の経済化をもたらすという
こともある。このことは学習者が自分の知らない新し
いことを見出そうとしているときに有効に働くもので
ある。類比をもとにした類推的な考えは必ずしも正し
い結論を導くわけではないが、その考え方によって数
学的な思考を進めることを可能にしていると言えるは
ずである。
今回の研究では、類比の関係にある例を提示し、類
比とはどのようなものなのかを考察してきたが、類比
を用いた思考には、上記で見たように少なくとも２通
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